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斎藤は， 1979年 5)~ 19 r=1に江戸川区の一之江町4で住宅など都市的施設にITまれたつまみ菜栽培をみ
て，近郊農業の極地と!惑じた(写真 1).当時，宇喜多1IJ。ではつまみ菜栽培とともに採種も行ってい












区教育委員会， 1993 : 81-82). また，昭和 9年に東京市域内の江戸川区域で開き取りした農家は
「城東区砂IlJに於ける農作物は昔は夏のjJ¥， 五百子等が主であったが今日では摘ミ菜に変った.又，冬
は昔は葱を随分作ったが今日では菜に変り，葱は種のみを取る様になった.運搬用具は元は舟であっ
たが，舟ーより小車，牛車， リヤカーと変化したjと答え， I栽培法は回転を速からしむ事を自 IjJとし，
夏作を半促成として五月中旬より六月下旬迄を一期とし，七月上旬より九月中旬迄に第二期を収穫す.
最近は橋菜の栽培が盛んで夏季(五月より十月下旬まで)七，八回転するJ(帝題農舎， 1935 : 301) 
という集約度であった.
f東京市農業に関する調査j(1 r m輯)によると昭和 10年当時，江戸川区にあっても小松川や砂








大内， 1923 : 376) といった状況であった.ちなみに，この葛西浦漁業漁業組合は1964年12月1613
に解散した.漁業権放棄に対ーする漁業補償額は94億6205万円，組合員の平均配分額は758万円であっ
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い集め iUJ柔li'Jの屋号で神田市場に出荷する仲介業者となった.同氏は， 1935年頃， i一日で80円儲

























~9 月の半年間はツマミナだけの専作~:i'営をやり，残る半年 11丹にシュンギク， タカナ，コマツナを栽
培するという軟弱そ菜だけの複合経営をはじめてからすでに10年余りを経ているJ(東京近郊そ菜技


























クで，出荷期間は4月から 10月までであった. しかし， 1980年になるとピークは同じであるが，出


























家は 15軒程度であったという 5) つまみ菜の契約栽培の開始時は， 4月初旬から 10月中旬の夏季に
つまみ菜を 4~5 回栽培し，冬季にホウレンソウを栽培するものであった. しかし，数年で忌地性が
現れ，つまみ菜栽培農家が減少してきた.つまみ菜栽培は耕地を休閑させるゆとりのある面積の広い











第 21:zJは [1可見IlJT を I~::J心とした茨城県南部におけるつまみ菜栽培農家の分布を示したものである.彦
i五商応が1980年に阿見町実穀に茨城集荷所(阿見工場)を設置したのは， 1I可見IlT鈴木のK氏，君島






























filであったことが挙げられる. 1988年当時，つまみ菜の取引価格は露地栽培で 1篭 (3.75kg)で平均










































農家 栽培 ノ、ウス栽 経営耕地 所有池田績 (a) 借地面積 (a) 総つまみ菜 労働力(人)
番号 開始年 土苦 1m始 :tl~ 面積 水田 士fl つまみ菜畑 ハウス つまみ菜畑 /、ウス 栽培部損 家族 liJT，U寺
1979 115 15 100 50 50 2 。
2* 1979 300 300 300 2 16 
3 1980 120 55 55 65 120 1 2 
1980 1996 260 10 250 260 2 
5 1981 170 70 50 50 50 100 2 。
6 1981 1997 820 250 250 50 520 700 4 。
7 1987 1990 260 50 50 10 150 50 260 2 
8 1988 1996 165 80 20 30 35 65 2 。
9 1988 1995 150 50 100 300 2 
10 1988 1996 170 30 30 40 100 170 3 
1 1988 1995 250 30 30 70 150 250 3 
12 1988 270 70 70 200 270 2 i 
13 1988 180 30 100 100 50 150 2 i 
14 1988 2000 330 200 130 330 2 。
15 1991 210 10 200 200 200 2 2 
16* 1992 300 300 300 300 3 。
17 1995 1996 170 30 30 40 80 20 260 2 
18 1996 1998 260 90 50 40 130 220 2 。
19 1998 210 40 100 30 70 100 2 。




































































播種される(写真 2参照).播種は 2日に 1呂2畝づっ行う.日oEl位で成長するので，収穫に合わ
せて播種しなくてはならない. しかも，収穫を 1EIあけると，つまみ菜が大きくなりすぎ，また雑草
アカザが入ると売り物にならなしづなとご苦労も多い.成長したつまみ菜は根元から切り取られ，収穫
される. 1篭 (3.75kg)で約300Piの収入になる.M氏は最盛期には l日150~ 200篭をヤマシンに
a)1994年6月15日
b)1999年6月14日







































































































作権を得た.つまり， 10a当たり 2万円の地代を支払ったのである 11)
114 
1992年になると， H氏の露地栽培知!の薦方で落花生栽培を行っていた農家から 1haの土地を無償












そして播種という段階を合わせると 35日の回転ということになる. したがって， 13棟あるハウスで




その南の 7棟には成長段階にあるつまみ菜が栽培されていた.ハウス栽培では， 1 haの土地を毎月
1lill転，つまり年間では梅雨期も含めて 7~8lill転することになる.









は土壊条件に合わせてつまみ菜を 1~ 5 回転させて栽培している.借地する際には年間 1 万~2 万円
の地代を地主に支払う.これは自宅の比較的近くで借地しているからである.労働力は基本的にK氏








の値段は， 1袋15kgで270~ 280 円であり，年間で3000袋購入している.
この農家は，牛久市奥原 I~百拓に 1 ilFrの契約農家を抱えている.契約農家は 3haの自家所有の土地
で，夫婦2人の労働力でつまみ菜のみを栽培している.種子はK氏が購入したものを，売上から差し
51かれるという形態で使用する.収穫は 2人で、可ιをな限り行い 収穫できたつまみ菜は全て l篭 3






















事している.操業当初，パック詰め機械は 2台であったが， 1990年に追加し現在まで 6台が設置さ
れている.つまみ菜の集荷量の増加のため， 1995年に作業場も拡大された.さらに，つまみ菜のハ
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lntroduction and Contract Cultivation of Tsumamina Vegetable 
in Southern lbaraki Prefecture: 
Transfer of Market Gardening from Tokyo 
Isao SAITO， Midori SASAKI and Yumi OHMORI 
Tsumamina is a nursery vegetable that is harvested within two weeks after seeding. The 
cultivation of tsumamina prospered in Sunamachi， Kohtoku during the Meiji era， and diffused 
gradually outward to the Ukita and Kasai districts in the eastern suburbs of Tokyo. As tsumamina is 
harvested five to six times from April through October， ithas been a typical crop for market 
gardening in suburban Tokyo. 
The tsumamina cultivation in Kasai decreased as urbanization proceeded. When the Tozai Line 
was opened to tra妊icin 1969， farmland became increasingly converted to the residential， commercial 
and industrial use. ln order to secure the supply of tsumamina， produce dealers of Tokyo had to seek 
other production areas including Saitama and lbaraki Prefectures. The Yamashin lnc.， one of the 
produce dealers handling lotus roots around the Kasumigaura Lake and the Tonegawa River in 
lbaraki Prefecture， recommended farmers in Moriya-machi to cultivate tsumamina around 1962. 
The cu1tivation of tsumamina is now concentrated in Ami-machi of southern lbaraki Prefecture. 
It is cultivated in the open field， vinyl plastic houses and green houses. Tsumamina is harvested two 
to three times in the open field， and three to four times during the winter in the vinyl plastic and 
green houses. Although tsumamina field was planted in komatsuna turnip and spinach during the 
winter in the eastern suburbs of Tokyo， the field lie fallow during the winter in southern lbaraki 
Prefecture. 
Tsumamina is cultivated by native farms as well as the farms and agribusiness firms migrated 
from Tokyo. Producers from Tokyo rent farmland from local farms which are mainly engaged in 0荏
farm jobs. As southern lbaraki Prefecture constitutes outer suburbs of Tokyo， many employment 
opportunities exist in industrial and commercial sectors. The tsumamina cultivation， taking advantage 
of the idle farmland own1ed by local farmers， isevaluated positively from the viewpoint of 
environmental conservation. 
A majority of harvested tsumamina is shipped to the packing plant of the Yamashin lnc. This 
means tsumamina in local farms is cultivated under contract with Yamashin lnc.. The packed 
tsumamina is then shipped to the Ohta Wholesale Market in Tokyo to be distributed to supermarkets 
and vegetable retailers in the greater Tokyo metropolitan area. ln addition，、anentrepreneur farm ship 
packed tsumamina to local supermarket chains of Kasumi and consumers cooperatives. This 
marketing is a miniature version of marketing by the Yamashin lnc. Although Tokyo appears to 
monopolize tsumamina in the Annual Reports of Tokyo Wholesale Markets， lbaraki Prefecture 
contributes substantially to the figures with the production and marketing by the Yamashin lnc. 
The tsumamina cultivation diffused from Tokyo to southem lbaraki Prefecture due to the e妊ort
of a vegetable dealer. From geographical point of view the transfer of this market gardening may be 
understood as“transfer of cancer cells." 
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写真1 江戸川区のつまみ菜栽培景観 (1979年5月19日)
都市的施設に固まれたつまみ菜畑.広畝に栽培された収穫直前のつまみ菜と
白くみえる収穫跡(手前).左の畑ではつまみ莱の播種準備も行われ，集約的栽
培がうかがえる.東京都江戸川区宇一之江町(斎藤撮影)
写真2 茨城県南部のつまみ菜栽培景観 (1994年6月15日)
広畝に栽培されるつまみ菜 (中央)と収穫跡(右側)，播種準備(左側)の栽
培景観は江戸川区と類似している しかし，耕地にゆとりのある農村部にある
ため，奥の土地は休閑地になっており，江戸川区に比べると集約的でないこと
がうかがえる 茨城県阿見町飯倉二区(斎藤撮影)
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写真3 ガラス温室のつまみ菜栽培
(2000年12月3日)
ヤマシンの水耕栽培用渇室.温
室の中段で水耕栽培されるつまみ
菜は寒さを調節するため，二重の
保泊施設となっている.このつま
み菜はカイワレの種子を用い，カ
イワレダイコンのようにウレタン
樹脂に播種されるので，収穫作業
は容易.茨城県阿見町飯倉二区
(斎藤撮影)
写真4 つまみ菜のハウス栽培
(2000年12月3日)
ビニールハウス内で露地と同じ
ように栽培されるつまみ菜. しか
し，この季節ではつまみ菜の露地
栽培はみられない.中央のハウス
の右側の畝から収穫が始まってい
る.右側のハウスでは収穫の 6割
が完了し，左側のハウスは収穫直
前である.茨城県阿見町飯倉二区
(斎藤撮影).
写真5 つまみ菜の集出荷施設
(20∞年5月8日)
1980年に進出したヤマシン商事
の阿見工場であり，つまみ莱とレ
ンコンの東京大田市場への周年出
荷を行っている.阿見町実穀にあ
る(大森撮影)
